平成２３年度　第２回青少年問題協議会会議録（要旨）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　平成２３年１１月１８日（金）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後２時から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　市役所　６階　６０２会議室

松本市長（青少年問題協議会会長）挨拶
　　　
　議　題

　１　平成２３年度青少年健全育成関連事業上半期事業報告（資料１）
　　　　（スポーツ青少年課長、産業支援課長補佐、こども福祉課長、生涯学習課長補佐から
　　　　　　上半期の事業報告）
　　　　
　　　　青少年問題協議会委員　承認
　　　　　
　２　平成２４年度青少年健全育成重点目標（案）について（資料２）
　　　　スポーツ青少年課長から説明　　
　　　　青少年問題協議会委員　承認　
　３　平成２３年度青少年健全育成標語の選定について（資料３）
　　　　青少年問題協議会幹事長（斎藤委員）からの審査報告
　　　　　　子どもたちのポスター、標語を見てほしい。

　　　　　　１２月１０日に作文・標語・ポスター入選者の発表会がある。

　　　　　作文集は埼玉県からの補助金を利用している。今回は予算の関係で必要最小限の部数を
　　　　　印刷した。作文集の中にポスター、標語を印刷させていただく。今までの啓発物では
　　　　　なく、作品集に入れている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　青少年問題協議会委員　承認
　　　　
　４　平成２３年度青少年健全育成作文結果について（資料４）
　　 　　スポーツ青少年課長から報告
　　　会長（市長）　作文は今年特に地域、被災地への思いが伝わってくるすばらしい作品集になっている。

　　　委員　　　　子どもたちには３月の大震災の影響は強い。子どもたちが今考えることを表現

　　　　　　　　してもらっている。

　　　委員　　昨年と比べると第三中の作文は今年少なくなっているがそれはなぜか？
　　　市　　　学校のほうで昨年は全員書いたが、今年は選択制にしたと報告を受けている。
　　　　青少年問題協議会委員　承認
　　　　
　５　青少年問題研究会のアンケート結果報告について
　　　　　アンケート結果報告についてスポーツ青少年課職員から説明

　　　　　　・青少年問題研究会とは

　　　　　　・アンケートの結果報告について

　　　　
　その他　　　

　　　　委員　さまざまな取組をされており、皆様の関心が高いということがわかる。

　　　　　　　　　最近の青少年問題について

　　　　　　　　　・サイバー犯罪、ネット犯罪という青少年の問題は携帯電話を持っているか

　　　　　　　　　　持っていないかということが問題なのではなく、ネットで何をやっているか

　　　　　　　　　　が問題である。それにはこの青少年問題研究会のアンケートが非常に参考に

　　　　　　　　　  なる。このアンケートからもわかるように多くの子どもが携帯電話を持っ　　　　　　　　　ている。

　　　　　　　　　　　掲示板、プロフ、ブログなどでは知らない人との会話ができ、悪い　　　　　　　　　仲間とのつながりができてしまうこともある。今の大人はこのシステムの　　　　　　　　　ことがよくわかっていない人が多いので、どうすれば犯罪から防げるか議論す

　　　　　　　　　る必要があるし、フィルタリングのこともスマートフォンのことも知る必要　　　　　　　　　がある。時代がどんどん変化している。青少年問題を検討するわれわれも知っ
　　　　　　　　　ていく必要がある。問題を知らないといけない時代である。
　　　　　　　　　　家庭での虐待の問題もある。汚い格好をしている子どもなども虐待の

　　　　　　　　　可能性があるので地域のお子さんを気をつけて見守っていただきたい。

　　　

　　　委員　　　　学校から選出されたお母様方と情報交換会や勉強会をしている。また、お店

　　　　　　　　　まわりもしている。オープンしている時間にお店に何かあったらかけこめる

　　　　　　　　　ようにしてもらい、子どもたちを守ってもらう。推進員を経験したお母さん

　　　　　　　　　方に活動を広めてもらえたらと思っている。まもる店のマップも作っていく予定である。

　　　委員　　　　親が居酒屋に子どもをつれてくる。子どもが駆け回り、遅い時間までいる。

　　　　　　　　　家庭教育が大切である。みんなで守っていこう。

　　　　　　　　　そして推進員活動は、これだけのお店をまわるのは大変だと思う。　　

　　　委員　　　　推進員全員で手分けして回っている。
　　　委員　　　　毎年協力的なお店が多い。

　　　委員　　　　月３回ゲームセンターやカラオケボックスを回るのですが、灰皿が置いてある
　　　　　　　　　店もある。
　　　委員　　　　警察や行政から灰皿を置くなとはいえない。入店時の年齢確認が必要である。

　　　　　　　　　制服でカラオケボックスに入っていくのも規制はかけられない。お店側に

　　　　　　　　　未成年者にはアルコールを出さない、灰皿を置かないという注意をしてもらう

　　　　　　　　　しかない。

　　　委員　　　　いろいろな面で、地域から連絡があったら学校は対応している。

　　　委員　　　　携帯のサイト、家庭のパソコンから危ないサイトに入っている例がある
　　　　　　　　　（高学年）　保護者向けに啓発をしていきたい。

　　　会長（市長）　地域との結びつきの中で、各団体の方とより多くの方を巻き込んで取り組

　　　　　　　　　　んでいきたいとのでご協力いただきたい。
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了

　

　出席者　松本、熊谷、待鳥、冨澤（勝）、野口、木田、加山、丸山、榎本、富澤（美）、見、
　　　　　小結、斎藤、村山、富澤（甚）、小林、堀内、畠山、浦郷
　事務局　冨澤課長、並木課長補佐、結城、萩原

　　　　　こども福祉課長、産業支援課長補佐、生涯学習課長補佐
　傍聴者　なし

　　　
